
　※ おはぎは冷蔵庫に入れると餅米が固くなるため、涼しいお部屋での常温保存をお願いします。

　　日替わりおはぎなど最新の情報は当店インスタグラムでご確認ください。

栗 あんバター
・お持ち帰りは、通常無料の白箱に
　お入れします。
・プレゼント等にご利用の際は、有料
　のわっぱやお重もご用意しています。
　　小わっぱ…３個
　　中わっぱ…４個
　　大わっぱ…５～７個
　　お重………９個小豆餡、渋皮栗餡

栗甘露煮
小豆粒餡、白餡

バター
【乳使用】

小豆餡、南瓜餡
白餡、抹茶
天然着色料

小豆餡、白餡
抹茶、天然着色料

小豆餡、きな粉餡
白餡

ほうじ茶餡、白餡
くるみ

白餡、紅茶餡
無花果

白餡、ピスタチオ餡
ピスタチオ

【乳、はちみつ使用】

　1１月の主なおはぎ
薔薇 山茶花 きな粉 ほうじ茶 無花果 ピスタチオ

皆さん、こんにちは！
先日、とあるマルシェで「あっ！知ってる『おはぎのなかもと』さんですよね！」
と言われて、「惜しい！けど違う！」と思った『おはぎともなかと』の廣瀬です。
もっと知名度を上げていかなくてはと考えている今日この頃です。

さて、11月の国民の祝日といえば、「勤労感謝の日」がありますね。
皆さんは、その勤労感謝の日の起源ともいわれ、同じ11月23日に行われる
「新嘗祭」のことをご存じですか？
新嘗祭は、11月23日に宮中及び全国の神社で行われ、その年の収穫に感謝をする
お祭りです。古来から受け継がれる日本の伝統行事の一つで、戦前までは日本の
祭日として扱われ、戦後は「勤労感謝の日」の起源になったといわれています。
宮中においては、新嘗祭は、天皇陛下が国家と国民の安寧と繁栄のため、神に
祈願することを目的とした「宮中祭祀」の一つとして行われます。その年新たに
収穫された五穀を天と地の神々に供え、天皇自らも新穀を食べることにより、その年の収穫に感謝するという
ものです。
また、近年では、食品の大量廃棄やフードロスなどが世界的な問題となっていますが、この新嘗祭の日だけに
限らず、常日頃から食に対する感謝の気持ちを忘れないようにしたいものですね。

〇 おはぎの予約について

現在、条件を付けず、1個からご予約をお受けしておりますので、お気軽にお申し付けください。

予約方法は、従来どおり店頭またはお電話で前日の15時までにご連絡ください。

〇 11月下旬から12月の催事出店予定のお知らせ

11月17日（日）ちっちゃ森マルシェ（厚木農園 : 厚木市飯山 3830-1 ）

24日（日）やさしいマルシェ（伊勢原総合運動公園 体育館前広場）

30日（土）大黒PA（首都高速神奈川5号大黒線と首都高速湾岸線の合流部）

※ 土曜日なのでお店も通常営業しています

12月９日（月）ラッキーマルシェ（厚木一番街）

15日（日）ちっちゃ森マルシェ（厚木農園 : 厚木市飯山 3830-1 ）

22・23・24日（日・月・火）本厚木ミロード地下１階

※ 年末は、12月18日（水）から休まず営業する予定です

発行：おはぎともなかと 厚木市旭町4-3-13 046-212-2868

定休日 日曜日・月曜日・火曜日

営業時間 11時～16時（おはぎが無くなり次第終了）

月刊おはぎともなかと 11月号


